施設計画チェックポイント（認知症高齢者グループホーム）
地域とのつながり
□家族や地域住民との交流機会が確保されていると認められる地域（用途地域内、50m以内（1箇所に限り60m以内も可）の間隔で50戸以上の建築物の敷地が存している地域または開発区域を含んだ3ha（半径100mの円または100m×100mの正方形を3個連続させたもの）内に主たる建築物が20戸以上存している地域）での整備計画となっているか。
□定期的な運営推進会議の開催を計画できているか。
□日常的に地域の人が立ち寄れる仕掛けを検討しているか。（地域交流スペースの設置、地域交流イベントの開催等）
建物の全体構成
□既存建物の転用の場合、建築基準法、消防法等の条件をクリアできているか。
□半屋外、屋外環境等をうまく活用できているか。
□利用者が「第2の自宅」と思えるような玄関まわりの設えとなっているか。
□屋外（駐車場等）からの車いすでのアクセスに配慮しているか。
□暮らしの場として雰囲気を壊さないような装飾、設えになっているか。（外壁、屋根等）
□床材の硬さは適切か。（硬すぎず、柔らかすぎず。一般家庭の板の間がベスト。）
□暮らしの場としてふさわしい照明となっているか。
□手すりの取り付け位置は適切か。
□窓枠や家具を手すり代わりにする等の工夫がなされているか。
□家具、設備等について、利用者の身体寸法や車いすでの利用等を考慮しているか。
□利用者を監視するような職員用の事務スペースを設けていないか。
□リビング等に職員の記録スペースは確保されているか。
□職員用の休憩・更衣スペースは確保されているか。
□収納は十分に確保されているか。

居室

□居室の床面積は9.9㎡以上を満たしているか。

□居室が分かりにくい配列になっていないか。
□居室空間は住まいに近い、落ち着きのある設えになっているか。
□居室は外に面しており、掃き出し窓になっているか。

□つくりつけ家具が居室を占め、持ち込み家具のスペースをなくしていないか。

□ベッド配置が変えられるような居室のプロポーションになっているか。
□図面上に必要な家具等を実際に書き込み、使い勝手を検証しているか。
□十分な採光が確保できているか。
トイレ

□適切な広さを確保しているか。

□カーテン等ではなく、プライバシーに配慮した扉で設えているか。

□共用トイレの数は概ね3か所以上あるか。
□共用トイレは分散配置されているか。

□車いす対応のトイレを1箇所以上用意しているか。
□出入り口の形状・便器の向き等は適切か。
□ドアがトイレとして識別しやすいデザインとなっているか。
居間及び食堂（共同生活室）
□居間及び食堂がその機能を発揮するのに十分な広さを確保しているか。

□食堂以外のリビング的スペースは意識されているか。

□住まいに近い落ち着きのある空間及び設えになっているか。
□食事の場所としてだけでなく、会話・くつろぎ・休息といったことを想定した空間づくりがなされているか。
□椅子、畳、ソファ、クッション等、利用者の希望に合わせて、利用者が在宅時と同じような姿勢で過ごせるセッティングとなっているか。

□記録コーナーや保管場所を計画しているか。

□キッチンまわりへの手洗い設備は設置されているか。

□利用者も調理過程を共有できる家庭的でオープンなキッチンになっているか。

□広すぎる空間をつくっていないか。

□居室と共同生活室の距離感は適切か。

□食事スペースは落ち着いて食事ができる適切な広さか。

浴室

□2方向以上の介助が可能な浴室か。（できれば3方向介助）
□マンツーマン入浴を前提としているか。

□浴槽タイプの検討は十分になされているか。（形状、深さ等）
□浴室への動線は適切か。
□トイレ・浴室・洗濯室のつながりが確保されているか。

洗濯室

□家庭用洗濯機による洗濯が検討されているか。

□洗濯における汚物と清潔の分離については意識されているか。

□洗濯物を干す場所は計画されているか。
□汚物処理の検討がなされているか。

共用空間
□共用空間に少人数、あるいは一人で落ち着ける場所を確保しているか。
□利用者の日用品や着替え等を預けることができる収納等が確保されているか。

□認知症の方でもわかりやすい居室配置や廊下の構成となっているか。
□ユニット内の廊下の広さは適切か。

その他

□更衣室等について、職員採用計画にあわせた計画がなされているか。

□敷地の広さを活かした計画がなされているか。

□平屋建ての場合には、その特徴を活かした計画がなされているか。

□入居者の居室移動を前提としない運営と計画がなされているか。
□事業所の運営に必要な台数分の駐車場が確保できている。
□おもいやり駐車スペースが確保できている。

□玄関又はその近くに車両を止めるスペースがある等、利用者が雨に濡れずに
建物に入れる工夫がされている。
